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自己紹介



• 「ガバナンスの多様性推進」と「スポー
ツを通した気候変動対策への貢献」

• アスリート、指導者、スポーツ関係者と
共に学び、リーダーシップを高める

• スポーツと社会を繋ぐべく、各方面の有
識者を講師に招聘

https://sports-sdgs.org

活動内容



気候の変化 – 今、わたしたちの身近で起きていること
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このままでは2080年に冬季オリパラが開催可能な都市は札幌のみに

CO2排出レベルが現状のままの
場合

CO2排出レベルでパリ協定の努力目標が
達成された場合



悪化を続けるCO2濃度

地球の限界レベル（350ppm）を既に超えて悪化し続けています





2030アジェンダ
（SDGsが中心を占める国連決議文書）

「スポーツもまた、持続可能な開発における重要
な鍵となるものである。

我々は、スポーツが寛容性と尊厳を促進すること
による、開発および平和への寄与、また、健康、
教育、社会包摂的目標への貢献と同様、女性や若
者、個人やコミュニティの能力強化に寄与するこ
とを認識する。」



スポーツ界の脱炭素化に向けた世界の動向

国際機関

• UNFCCC Sports for Climate 

Action “Race to Zero”

• IOC サステナビリティ戦略

オリパラ大会

• Paris 2024

国際競技団体, リーグ

• FIFA, UEFA

• MLB

市民団体

• Protect Our Winters

© IOC



UNFCCC <Sports for Climate Action>

• COP24

原則1：より大きな環境責任を担うため、組織的な取り組みを行う

原則2：気候変動の全般的な影響を削減する

原則3：気候変動対策のための教育を行う

原則4：持続可能な責任ある消費を推進する

原則5：情報発信を通じ、気候変動対策を求める

• COP26  “Race To Zero”発表

温室効果ガスを
• 2030年までに半減

• 2040年までに正味排出量ゼロ



https://olympics.com/ioc/sustainab
ility

IOC x サステナビリティ戦略



POW JAPANの長野県白馬村の活動

© Protect Our Winters Japan 



札幌オリパラ招致でできること：
チーム”RACE TO ZERO”

市民一人ひとりが自らの使命を見つけ、挑戦する力を、

アスリートの挑戦を通じてエンパワーし、

自分が「世界に貢献できる」実感が持てる大会。

スポーツを通じてサステナビリティとの出会い＝「原点」を。

慶應義塾大学蟹江研究室

「わたしたちがほしい世界」とスポーツより抜粋



札幌オリパラ招致でできること

• 北海道民、日本国民の意
識を気候変動先進国に！

• 札幌を気候変動とスポー
ツ先進都市に！

• 意識向上

• ゼロ・カーボン・シティ ＋ スポーツ
まちづくり

• GHG測定、排出削減（Sports for Climate 

Action署名）

• スポーツ・コミュニティの意識改革
スポーツ界

• ゼロ(ポジティブ)・カー

ボン達成

• 新しいサステナビリティ

の形を提示

大会本番
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